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生きるを

選べる地域に

自分のやりたいことをここ飯山で実現
している方をご紹介します。また、このよう

に自分の生き方を飯山で選べるため
の市の施策はどのようなもの

があるのかご紹介
します。

特集

Iiyama 
life style

Iiyama 
life style

　
四
季
豊
か
な
自
然
環
境
に
加

え
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
な
ど

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
が
兼
ね
備

わ
っ
た
飯
山
。
昨
年
度
、
飯
山

へ
の
移
住
者
は
、
１
０
９
人
と

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
首
都
圏
で
し
て
い
た

I 

T
関
係
の
仕
事
が
、
飯
山
で

で
き
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
い
こ
の

飯
山
で
、
仕
事
と
趣
味
、
環
境

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
楽
し
ん
で
い

る
３
名
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

市
は
、「
生
き
る
を
選
べ
る

地
域
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

長
野
県
立
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
人
類
や
環
境
等
の

社
会
的
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
未
来
が
歓
迎
す

るG
ood

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
飯
山

に
増
や
す
た
め
、
市
内
事
業
者

の
支
援
を
行
い
、
わ
く
わ
く
す

る
事
業
展
開
を
目
指
す
飯
山

G

グ
ッ
㋣

ood B

ビ

ジ

㋧

㋜

usiness M

㋯
ー
㋢
ィ
ン
グ

eeting

■飯山市新幹線通勤補助・・・・・・ 定期券代金補助（上限 15,000 円）他要件あり
■飯山市新卒者 JR 通勤補助・・・・ 定期券代金補助（上限 5,000 円）他要件あり
■移住支援住宅建設促進事業・・・・ 住宅建設等への補助（最高 150 万円）他要件あり
■三世代等同居住宅建設支援事業・・ 市内で親等と同居若しくは近居する住宅を新築・増築または
    改修する方への支援（最高 60 万円）他要件あり
■起業支援事業・・・・・・・・・・ 新たに市内で起業する方に対し、製品・商品・加工品また
    は販売を行うための建物や設備の購入、改修等を目的として
    投資する資金への補助（最高 200 万円）他要件あり

やL

㋶
ボ

ab

（
研
究
室
）
を
企
画
、

開
催
し
て
い
ま
す
。（
関
連
９
㌻
）

　

ま
た
、
現
在
、
住
ん
で
い
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
U
タ
ー
ン
者
、

I
タ
ー
ン
者
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
定
住
し
て
い
た
だ
け
る

た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
世
代
等
同
居
住
宅
建
設
支

援
事
業
…
複
数
世
代
で
の
同
居

は
、
出
費
が
控
え
ら
れ
、
親
が

子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
制
度
が
拡
充
し
、

別
の
住
宅
で
も
近
居
し
て
い
れ

ば
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

飯
山
市
新
卒
者
J　
R
通
勤
補
助

…
新
し
く
社
会
人
に
な
っ
た
方

へ
の
支
援
で
す
。
慣
れ
親
し
ん

だ
飯
山
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
と
思
い
を
込
め
た
制
度
で

す
。

Interview

Ryuzo  Hatano

　
「
飯
山
で
の
生
活
に
満
足
し

て
い
る
。」
と
い
う
ア
ル
テ
ィ
ス

さ
ん
。
昨
年
、
東
京
か
ら
移
住

し
て
、
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
出
身
で
、
日

本
の
大
学
院
を
卒
業
後
、
ア
メ

リ
カ
大
手
I 

T
企
業
に
属
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
飯

山
で
在
宅
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

飯
山
で
の
仕
事

　
ア
ル
テ
ィ
ス
さ
ん
の
仕
事
は
、

I 

T
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
い
う
職

種
で
、
企
業
の
経
営
戦
略
に
合

わ
せ
た
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
「
設

計
図
」
を
作
り
、
運
用
し
や
す

い
最
適
な
シ
ス
テ
ム
基
盤
を
設

計
す
る
も
の
で
す
。
I 

T
業
界

は
お
も
し
ろ
く
、
A 

I
（
人
工

知
能
）
に
よ
っ
て
世
界
が
変
わ

る
と
興
味
深
げ
に
話
し
ま
す
。

　

飯
山
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
環
境
が
よ
く
生
活
の

質
が
違
う
。
ま
た
、
新
幹
線
が

あ
る
の
で
東
京
と
の
ア
ク
セ
ス

は
い
い
。
i
ネ
ッ
ト
飯
山
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
も
十
分

仕
事
が
で
き
る
環
境
。」
と
満

足
し
て
い
る
様
子
で
す
。

や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る

　
「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

趣
味
な
ど
を
区
別
し
て
い
な
い
。

基
本
的
に
や
り
た
い
こ
と
を
実

現
し
て
い
る
だ
け
。」
と
ア
ル

テ
ィ
ス
さ
ん
。
今
、
飯
山
で
実

現
し
た
い
こ
と
は
、
ジ
ャ
ム
の

ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

現
在
、「LA

IM
E

」（
ラ
イ
メ
：

ラ
ト
ビ
ア
語
で
「
幸
せ
」）
と
い

う
食
品
を
つ
く
る
た
め
、
ジ
ャ

ム
の
加
工
場
を
造
り
、
保
健
所

の
許
可
も
す
で
に
取
り
ま
し
た
。

　

ラ
ト
ビ
ア
は
ジ
ャ
ム
が
有
名

で
、
小
さ
い
こ
ろ
お
母
さ
ん
と

作
っ
て
食
べ
た
ジ
ャ
ム
の
味
が

忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
い
ま
す
。

小
さ
い
な
が
ら
に
「
幸
せ
」
を

感
じ
た
そ
う
で
す
。LA

IM
E

で
は
、
こ
の
「
幸
せ
」
を
お
客

さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
顧
客
満
足
度
の
高
い
ブ
ラ
ン

ド
に
し
た
い
と
力
を
込
め
ま
す
。

アルティス・ビルジンシュさん

やりたいこと
を実現する

外様地区・法寺

ラトビア共和国出身
昨年６月に東京から飯山へ移住

アメリカ大手 IT 企業勤務
インターネットを通じて

在宅勤務

Artis Birzins Yuki Yoshigoe
料理人（旬菜料理はたの） IT アーキテクト 商品開発（U Analog Electronics）
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「
料
理
も
好
き
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
山
に
入
る
の
が
好
き
。」

と
楽
し
そ
う
に
話
す
羽
多
野
さ

ん
。
愛
知
県
か
ら
飯
山
に
移
住

し
、
一
目
ぼ
れ
し
た
古
民
家
で

割
烹
料
理
店
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
は
、
大
学
卒
業

後
、
住
宅
設
備
メ
ー
カ
ー
で
セ

ラ
ミ
ッ
ク
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
し
た
。
師
匠
で
あ
る
親
方

と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
料

理
の
世
界
へ
。
修
業
を
経
て
、

現
在
の
「
旬
菜
料
理
は
た
の
」

を
開
店
し
ま
し
た
。

飯
山
で
の
仕
事

　
「
飯
山
は
、
自
然
の
恵
み
で

あ
る
山
菜
が
豊
富
で
す
。
古

民
家
を
探
し
て
い
た
時
に
、
藤

ノ
木
に
あ
る
今
の
家
を
見
た
瞬

間
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
し

た
今
の
店
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い

た
。」
と
羽
多
野
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。
立
地
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
気
に
し
て

い
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
思

い
描
い
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
山

の
幸
だ
っ
た
か
ら
。」
と
羽
多
野

さ
ん
。
親
方
の
教
え
は
、「
手
だ

け
は
抜
く
な
、
最
高
の
食
材
を

提
供
し
ろ
。
無
理
な
こ
と
は
何

も
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
お

客
さ
ん
は
来
て
く
れ
る
。」で
す
。

「
特
に
自
然
の
も
の
は
、
下
処
理

な
ど
が
あ
り
、
口
に
入
る
ま
で

と
て
も
手
間
が
か
か
る
。
だ
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
は
対

応
で
き
な
い
。」と
羽
多
野
さ
ん
。

冬
期
間
を
除
く
ほ
ぼ
毎
日
、
山

菜
を
と
っ
て
、
自
然
の
恵
み
を

料
理
し
、
お
客
さ
ん
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

仕
事
は
趣
味
で
も
あ
る

　

山
へ
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
お

父
さ
ん
と
渓
流
釣
り
や
山
菜
取

り
に
行
っ
て
い
て
、
趣
味
で
も

あ
る
と
羽
多
野
さ
ん
。
ま
た
、

学
生
時
代
か
ら
古
い
建
物
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。「
興
味
が
あ

る
こ
と
は
、
と
こ
と
ん
追
求
す

る
性
格
。」
と
自
己
分
析
し
ま

す
。
今
の
仕
事
が
「
興
味
が
な

い
仕
事
」
だ
と
し
た
ら
続
か
な

い
と
言
い
ま
す
。
飯
山
の
地
元

の
山
の
幸
を
採
っ
て
き
て
、
料

理
を
す
る
こ
と
は
、
趣
味
で
も

あ
り
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。「
地

元
で
も
こ
ん
な
の
初
め
て
」
と

言
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
と
う
れ

し
い
と
言
い
ま
す
。
飯
山
で
の

生
活
は
と
て
も
充
実
し
て
い
る

と
羽
多
野
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

飯
山
で
独
立
し
て
か
ら
３
年

目
、「
ま
あ
ま
あ
生
活
は
し
て

行
け
て
い
る
。」
と
話
す
吉
越
さ

ん
。長
野
工
業
高
校
を
卒
業
後
、

２
年
間
専
門
学
校
に
通
い
、
横

浜
に
あ
る
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

主
に
自
動
車
の
カ
ー
ナ
ビ
な
ど

を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
10
年
で

自
ら
区
切
り
を
つ
け
、
飯
山
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

飯
山
で
の
仕
事

　

今
の
仕
事
は
、
I 

T
ベ
ン

ダ
ー
（
※
）
と
協
力
し
て
、
商

品
を
開
発
す
る
こ
と
で
す
。
吉

越
さ
ん
は
、
こ
の
中
の
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
主
に
担
当
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
の
仕
様
等
を
設
計
し
、
設
計

に
応
じ
た
基
盤
に
、
セ
ン
サ
ー

な
ど
の
装
置
類
を
組
み
合
わ
せ

さ
ま
ざ
ま
な
装
置
の
試
作
品
等

を
作
り
、
評
価
ま
で
行
う
も
の

で
す
。
I 

T
ベ
ン
ダ
ー
と
の
打

合
せ
は
、
月
数
回
の
東
京
で
の

会
議
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
で
行
い
ま

す
。
新
幹
線
飯
山
駅
が
で
き
て

か
ら
は
、
10
時
か
ら
の
会
議
に

行
け
て
便
利
だ
と
話
し
ま
す
。

海
外
と
の
付
き
合
い
も
あ
り
、

年
に
数
回
は
出
張
し
ま
す
。

　
「
だ
い
ぶ
前
か
ら
、
以
前
の

会
社
は
10
年
で
や
め
て
、
飯
山

に
帰
っ
て
来
よ
う
と
い
う
気
持

ち
は
あ
っ
た
が
、
仕
事
が
な
い

の
で
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
い
た
。」

と
話
す
吉
越
さ
ん
。
も
と
も

と
専
門
職
な
の
で
、
急
に
違
う

仕事は
バランス重視

瑞穂地区・神戸

大手
電機メーカー

勤務後飯山へ U ターン
U Analog Electronics 代表
ハードウェアの設計・評価等

仕
事
を
や
る
こ
と
に
は
抵
抗
が

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
に
、
ち
ょ
う
ど
、
今
の
I 

T
ベ
ン
ダ
ー
に
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
の
仕

事
を
辞
め
て
か
ら
約
１
年
で
、

会
社
を
起
業
し
ま
し
た
。

　
仕
事
は
バ
ラ
ン
ス
重
視

　

声
を
か
け
ら
れ
た
メ
ー
カ
ー

で
働
こ
う
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
吉
越
さ
ん
。
飯

山
で
働
く
こ
と
が
前
提
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。
吉
越
さ
ん
は
、

仕
事
に
は
、
生
活
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
と
語
り
ま
す
。「
都

会
で
の
生
活
は
便
利
だ
け
ど
、

飯
山
の
ほ
う
が
生
き
て
い
る
実

感
が
あ
る
。」
と
当
時
の
生
活

を
振
り
返
り
ま
す
。
以
前
働
い

て
い
た
横
浜
で
は
、
家
と
仕
事

場
と
の
往
復
で
、
生
活
が
単
調

だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。
飯
山
で

は
吉
越
さ
ん
の
趣
味
で
あ
る
車

や
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
、

趣
味
を
楽
し
み
や
す
い
環
境
で

す
。
ま
た
、
地
域
で
は
も
と
も

と
知
っ
て
い
る
顔
が
多
く
、
集

落
に
も
な
じ
み
や
す
か
っ
た
と

言
い
ま
す
。「
飯
山
に
帰
っ
て
き

て
同
級
生
と
も
よ
く
会
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。」
と
飯
山
で
の
生

活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Interview Interview

柳原地区・藤ノ木

愛知県で
和食を６年半修業

藤ノ木で割烹料理店を４年前に開店
地元の山の幸
にこだわり

仕事は
趣味でもある

Iiyama 
life style

Iiyama 
life style

※ IT ベンダー…企業が必要とする情報技術に関連した機器やソフトウェア、システム、サービスなどを販売する企業

羽
は

　多
た

　野
の

　隆
りゅう

　三
ぞう

　さん吉
よし

　越
ごえ

　裕
ゆう

　樹
き

　さん
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お知らせ Pickup ⤴

〝シェイクアウト″（地震対応一斉行動訓練）にご協力ください

心構えを高める 避難行動の確認 避難に時間を

要する人は避難
全員が安全な

場所へ避難

警 戒 レ ベ ル 1

警戒レベル２

気 象 庁 が 発 表

警戒レベル  ３
警戒レベル ４

　8 月 31 日㈯の午前７時に、飯山小学校グラウンドを主会場に行
われる飯山市総合防災訓練にあわせ、緊急地震速報を放送します。
　一人ひとりが自主的に行う訓練として、自宅で「しゃがむ、頭
を守る、じっとする」といった「命を守る安全行動」を行ってく
ださい。ひとつしかない「命」を守り、生き抜くための 1 分間の
訓練です。地震対応一斉行動訓練にご協力ください。
　この訓練では、防災無線から緊急地震速報や避難勧告などが放
送されますので、災害の発生と間違わないようご注意ください。

■日 時 　８月 31 日（土）　午前７時
■内 容 　緊急地震速報（訓練）にあわせ、命を守る安全行動
 　「しゃがむ、頭を守る、じっとする」を行う

＋ さらに
プラスワン

引き続き、区等で避難訓練等が実
施される場合は参加しましょう。
また、家族で災害時の連絡手段、
集合場所など防災について考えま
しょう。

  危機管理防災課 防災消防係　☎ 62-3111 内線 371

  危機管理防災課 防災消防係　☎ 62-3111 内線 371

　平成 30 年 7 月豪雨では、
気象状況等の悪化に伴い、
多くの被災地では自治体か
ら避難勧告が発令されるな
ど、避難行動を促す情報が
出されたものの、自宅に留
まる等により、多くの方が
亡くなっています。この状
況を教訓に、住民が適切な
避難行動をとれるよう、よ
り分かりやすい災害情報を
発信するため、令和元年の
出水期（6 月）から「警戒
レベル」を用いた避難情報
が発令されます。

※警戒レベルは必ず順番で発令さ
れるとは限りません。事態の急変
により、段階を踏まずに状況に応
じて発令する場合があります。避
難指示（緊急）は、必ず発令され
るとは限りません。状況に応じて
緊急的または重ねて避難を促す場
合等に発令されます。

逃げ遅れゼロへ！

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わりました

高
齢
者
等
は

避
難

飯 山 市 が 発 令

避難準備・高齢者等
避難開始早期注意情報 洪水注意報

大雨注意報等
避難勧告
避難指示（緊急）

警戒レベル　４
で全員避難 全

員
避
難
！

　
６
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
飯

山
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大

会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
は
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
8
チ
ー
ム
と

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
９
チ
ー

ム
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
７
チ
ー

ム
が
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
ど
の
分
団
も
見
事
な
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、ラ
ッ

パ
吹
奏
大
会
で
は
、
小
雨
の
中
、

行
進
曲
な
ど
、
各
チ
ー
ム
の
隊

員
が
ラ
ッ
パ
を
堂
々
と
奏
で
ま

し
た
。
大
会
中
盤
に
は
、
常
盤

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
軽

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ

れ
、
10
名
の
ク
ラ
ブ
員
が
元
気

よ
く
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
消
防
団
明
石
洋
一
団

長
は
、
団
員
の
日
頃
の
活
動
を

労
っ
た
う
え
で
、「
大
会
で
優

勝
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。

ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
等
を
学
ぶ

た
め
の
も
の
。
本
来
の
目
的
を

忘
れ
ず
、
日
々
訓
練
に
励
ん
で

も
ら
い
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
午
後
に
な
り

心
を
ひ
と
つ
に 

各
分
団
が
訓
練
の
成
果
を
発
揮

心
を
ひ
と
つ
に

心
を
ひ
と
つ
に
各
分
団
が
訓
練
の
成
果
を
発
揮

各
分
団
が
訓
練
の
成
果
を
発
揮

飯
山
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

︻
大
会
結
果
︼

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

 

優
勝　

 

第
４
分
団
（
瑞
穂
）

 

準
優
勝 

第
７
分
団
（
常
盤
） 

 

第
３
位 

第
６
分
団
（
外
様
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

 

優
勝　

 

第
７
分
団
（
常
盤
） 

 

準
優
勝 

第
９
分
団
（
太
田
）

 

第
３
位 

第
４
分
団
（
瑞
穂
）

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

 

優
勝　

 

第
１
分
団
（
飯
山
）

 

準
優
勝 

第
７
分
団
（
常
盤
）

 

第
３
位 

第
２
分
団
（
秋
津
）

個
人
表
彰
︻
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
︼

 

指
揮
者 

関
口
栄
作（
第
４
分
団
）

 

１
番
員 

出
沢
賢
弥（
第
４
分
団
）

 

２
番
員 

武
田
晃
一（
第
４
分
団
）

 

３
番
員 

丸
山
健
一（
第
７
分
団
）

 

４
番
員 

米
望　

聡（
第
４
分
団
）

個
人
表
彰
︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

 

指
揮
者 

江
村
公
基（
第
４
分
団
）

 
１
番
員 

大
熊
雄
太（
第
７
分
団
）

 
２
番
員 

佐
藤
英
樹（
第
４
分
団
）

 
３
番
員 
木
村
勇
太（
第
７
分
団
）

1⃞ 2⃞第４分団、　3⃞ 4⃞ 5⃞第 7 分団、　6⃞第１分団

▲子どもたちの一生懸命な姿に歓声沸く
（常盤少年消防クラブによる軽可搬ポンプ操法披露）

1

3

２
54

6

天
候
が
崩
れ
、
閉
会
式
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

北
信
大
会
で
７
分
団
優
勝

　
７
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
北

信
消
防
協
会
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
で
、
７
分
団
が

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝

し
、
７
月
28
日
の
県
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

優　
勝　
中
野
市 

南
部
方
面
隊

準
優
勝　
山
ノ
内
町 

西
部
分
団

第
３
位　
飯
山
市 

第
４
分
団

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優　
勝　
飯
山
市 

第
７
分
団

準
優
勝　
中
野
市 

南
部
方
面
隊

第
３
位　
栄
村 

第
１
分
団

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

優　
勝　
木
島
平
村　

準
優
勝　
中
野
市

第
３
位　
飯
山
市
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学
校
法
人
文
理
佐
藤
学
園 

西
武
文
理
大
学
（
埼
玉
県
）、

株
式
会
社
フ
ジ
す
ま
い
る

フ
ァ
ー
ム
飯
山
、
一
般
社
団
法

人
信
州
い
い
や
ま
観
光
局
、
飯

山
市
の
４
者
に
よ
る
連
携
協
定

書
の
調
印
式
が
、６
月
14
日
に
、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
福
祉
・
観
光
・
産

業
・
教
育
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
け
る
包
括
的
・
機
能
的
な

連
携
と
協
働
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
振
興
と
活
力

あ
る
魅
力
的
な
地
域
社
会
の
形

成
・
発
展
お
よ
び
教
育
関
係
の

充
実
、
な
ら
び
に
人
材
の
育
成

に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
西
武
文
理
大
学

で
福
祉
を
目
指
す
学
生
が
、
就

労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
で

あ
る
株
式
会
社
フ
ジ
す
ま
い
る

フ
ァ
ー
ム
飯
山
で
、
農
福
連
携

事
業
に
つ
い
て
学
び
、
信
州
い

い
や
ま
観
光
局
が
、
障
が
い
者

と
そ
の
家
族
が
参
加
す
る
農
業

体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実
施
し

ま
す
。

　

足
立
市
長
は
、調
印
式
で「
平

成
28
年
度
か
ら
フ
ジ
す
ま
い
る

フ
ァ
ー
ム
飯
山
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
農
福
連
携
事
業
を
取

　

飯
山
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
試

食
会
、
販
売
イ
ベ
ン
ト
を
、
５

月
24
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
・

新
宿
に
あ
る
老
舗
フ
ル
ー
ツ
専

門
店
「
新
宿
高
野
本
店
」
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

有
料
で
行
わ
れ
た
試
食
会
に

は
定
員
の
10
名
が
参
加
し
、
ア

ス
パ
ラ
生
産
者
江
口
卓
也
さ
ん

（
岡
山
地
区
・
羽
広
山
）
の
お

話
を
聞
き
な
が
ら
、
新
宿
高
野

提
供
の
サ
ラ
ダ
や
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
ア
ス

パ
ラ
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し

新
宿
高
野
で
飯
山
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
紹
介

日
中
友
好
協
会
が
丸
山
邦
雄
氏
顕
彰
事
業
へ
寄
附

高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
支
援
事
業 

今
年
は
４
チ
ー
ム
に
交
付

△試食会で参加者からの質問に答えている江口さん

△（左）飯山日中友好協会 上村 力 会長

▷
右
か
ら
、
株
式
会
社
フ
ジ
す
ま
い
る

フ
ァ
ー
ム
飯
山
髙
橋
伸
二
郎
代
表
取

締
役
、
学
校
法
人
文
理
佐
藤
学
園
西
武

文
理
大
学
小
尾
敏
夫
学
長
、
足
立
市

長
、
一
般
社
団
法
人
信
州
い
い
や
ま
観

光
局
新
家
智
裕
理
事
長

△全体のオリエンテーション

△足立市長とチャレンジする高校生。「皆さんが成長
していただくためのもの。思いが形となるようがん
ばっていただきたい」と足立市長が激励しました

長野県立大学連携事業
飯山Good Business Lab（グッド ビジネス ラボ）を開催しました

西
武
文
理
大
・フ
ジ
す
ま
い
る
・い
い
や
ま
観
光
局
・市

４
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
生
か
し
連
携

　６月 11 日に、飯山市公民館で第１回飯山 Good Business 
Lab を開催し、市内の 10 事業者が参加しました。
　これは、長野県立大学との連携事業で行っているもので、
今年度は Good Business Lab として、事業者の個別相談（全
５回）を行い、各社の事業の在り方を考え直し、わくわく
するような事業展開を目指します。
　講師となる長野県立大学ソーシャル・イノベーションセ
ンターのアドバイザリー・メンバー３人は、前日に参加事
業者を訪問し、現状や今後について話を聞きました。当日は、
公民館でオリエンテーションを行い、県内外の取り組み事
例等について講師が紹介し、グッドビジネスについての理
解を深めました。
　また、7 月と 10 月には、昨年実施したグッドビジネスミー
テングを開催し、ラボでの取り組みについて発表を予定し
ています。

飯山 Good Business Meeting の
参加者を募集します

■日時　７月 22 日（月）午後７時から
■場所　飯山市文化交流館なちゅら
■内容　Good Business Lab の中間発表と参加者交流会。事
業をわくわくさせたい方、これからビジネスをやってみたいと
いう方などご参加ください。（事前申込必要）詳細は、雇用ビジ
ネス推進課☎ 62-3111（内線 234）までお問い合わせください。

り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
福

祉
の
た
め
の
人
材
は
重
要
と
な

る
。
こ
の
連
携
に
よ
り
、
福
祉

を
目
指
す
学
生
に
飯
山
に
来
て

い
た
だ
き
、
実
際
に
体
験
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
る
。
非
常

に
有
益
な
事
業
と
な
る
。
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
な
べ
く
ら
高
原
で

自
然
に
ま
か
せ
て
育
て
て
い
る

江
口
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ
は
、
や

わ
ら
か
で
甘
い
！
」
と
好
評
で

し
た
。

　

店
頭
販
売
で
は
、
用
意
し
た

L
級
ア
ス
パ
ラ
が
初
日
に
足
り

な
く
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　

飯
山
市
は
昨
年
か
ら
（
株
）

新
宿
高
野
と
連
携
し
、
市
内
の

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
６
月
24
日
、
飯
山
日
中
友
好

協
会
の
上
村
力
会
長
か
ら
、
飯

山
市
へ
30
万
円
の
寄
附
金
が
、

足
立
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
計
画
し
て

い
る
満
州
引
き
揚
げ
に
尽
力
し

た
飯
山
市
富
倉
地
区
出
身
の
丸

山
邦
雄
氏
顕
彰
事
業
に
対
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
事

業
で
は
、
丸
山
邦
雄
氏
の
功
績

を
広
く
伝
え
る
た
め
、
飯
山
駅

前
の
街
区
公
園
に
ブ
ロ
ン
ズ
像

を
建
て
る
予
定
で
す
。

　

上
村
会
長
は
、「
丸
山
邦
雄

　

市
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で

高
校
生
が
自
ら
行
う
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
応
援
す
る
高
校
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
支
援
事
業
補

助
金
の
交
付
式
が
、
６
月
28
日

に
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
２
回
目
と
な
る
こ
の

事
業
は
、
昨
年
よ
り
２
団
体
増

の
４
団
体
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
６
月
３
日
に
行
わ
れ
た
審

査
会
の
結
果
、
応
募
の
あ
っ
た

４
チ
ー
ム
す
べ
て
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏
の
偉
業
に
つ
い
て
、
次
の
世

代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
思
い
を

語
り
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
、「
偉
業
の
背
景

に
は
中
国
の
方
の
支
援
が
欠
か

せ
な
か
っ
た
。
丸
山
先
生
が
日

中
友
好
の
あ
か
し
で
あ
り
、
象

徴
。」
と
事
業
実
施
に
向
け
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　

飯
山
市
で
は
、
各
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
顕
彰
事
業
へ
の

寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
飯
山
高
校
２
年
探
求
科

入
浴
剤
開
発
チ
ー
ム

「
飯
山
の
名
産
品
お
よ
び
温
泉

由
来
の
入
浴
剤
開
発
」

▼
下
高
井
農
林
高
校
農
業
ク
ラ
ブ

農
村
文
化
チ
ー
ム

「
北
信
濃
か
ら
発
信 

農
村
文
化
」

▼
下
高
井
農
林
高
校
地
域
資
源

活
用
チ
ー
ム

「
ほ
う
き
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
」

▼
下
高
井
農
林
高
校
食
文
化

コ
ー
ス
・
そ
ば
班
チ
ー
ム

「
高
校
生
が
企
画
運
営
す
る

農
林
食
堂
オ
ー
プ
ン
」

　

昨
年
12
月
議
会
で
承
認
さ
れ

た
「
小
中
学
校
、
保
育
園
エ
ア

コ
ン
緊
急
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
、
４
月
か
ら
順
次
工
事
を
始

め
、
７
月
中
旬
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
が
完
了
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
学
習
へ
の
快

適
な
環
境
を
整
え
、
児
童
生
徒

が
意
欲
を
も
っ
て
学
べ
る
条
件

整
備
と
、
近
年
の
平
均
気
温
の

上
昇
に
よ
る
夏
季
の
熱
中
症
予

防
な
ど
児
童
生
徒
の
健
康
面

へ
の
配
慮
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 市

内
全
小
中
学
校
・
保
育
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、７
月
中
旬
で
完
了△泉台小学校の１年生と設置されたエアコン

　

総
事
業
費
は
、
お
よ
そ

２
億
９
千
万
円
で
、
設
置
さ
れ

た
の
は
、
小
中
学
校
の
普
通
教

室
、
図
書
館
、
音
楽
室
、
保
育

園
の
保
育
室
な
ど
１
７
５
教
室

で
す
。

　

す
で
に
、
工
事
が
完
了
し
た

と
こ
ろ
か
ら
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　

泉
台
小
学
校
で
行
わ
れ
た
エ

ア
コ
ン
の
試
運
転
で
は
、
児
童

か
ら
「
う
ゎ
ー
涼
し
い
。」
と
歓

声
が
沸
き
ま
し
た
。



第
25
回
長
野
県
赤
十
字
救
急

法
大
会
出
場
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

で
は
、
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
で

学
ん
だ
知
識
・
技
術
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
広
く
赤
十
字

救
急
法
及
び
赤
十
字
思
想
を
普

及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
長

野
県
赤
十
字
救
急
法
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
14
日
㈯

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　
　

安
曇
野
市
穂
高
会
館
ア
リ
ー
ナ

■
種
目　
　

①
三
角
巾
リ
レ
ー

②
総
合
演
習
（
現
実
の
市
外

災
害
救
護
を
想
定
。
傷
病
者

に
対
し
チ
ー
ム
内
で
協
力
し
救

急
手
当
や
応
急
手
当
、
搬
送

等
を
行
う
も
の
）

■
チ
ー
ム
編
成　
　

１
チ
ー
ム
３
人
編
成

■
申
込
締
切　
　

８
月
１
日
㈭

　今年で第 16 回を迎える「いいやま灯篭
まつり」は「動」と「静」の二部構成。「動」
は IIYAMA DANCE FES!!。各チームのオリ
ジナルダンスがまつりを盛り上げます。「静」
は多くの皆さまに作成していただいた灯篭が
灯り、明日へと続く光の道しるべのようにま
ちを彩ります。その他にもさまざまなイベン
トで皆さまのご来場をお待ちしております。

万
の
灯
り
が
と
も
る
心
や
す
ら
ぐ
ま
ち
並
み

時
を
経
て
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ところ　飯山中心市街地

と　き ８月11日（日・祝） 

16:00 ～ 18:00動 ―いいやまから元気を発信！―

―灯篭が灯り、癒しの演奏が始まる―静 18:00 ～ 21:00
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飯
山
市
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ご
存
知
で
す
か

　

飯
山
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
は
南
町
に
あ
る
「
雁
木
ぷ
ら

ざ
」
と
い
う
建
物
の
中
に
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
飯
山
市
在
住
の

方
で
さ
ま
ざ
ま
な
諸
事
情
に
よ
り

日
中
、
自
宅
に
い
る
方
、
セ
ミ
リ

タ
イ
ア
を
さ
れ
た
方
等
、
自
宅
以

外
の
居
場
所
を
探
し
て
い
る
方
に

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め

の
場
所
と
活
動
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

活
動
内
容
は
、ち
ぎ
り
絵
、ア
ー

ト
教
室
、
ヨ
ガ
、
お
昼
作
り
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
の
気
分
で

活
動
を
や
り
た
く
な
い
時
は
、
の

ん
び
り
過
ご
し
た
り
、
横
に
な
っ

た
り
、
話
を
し
た
り
、
他
の
事
も

で
き
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
も
で
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
保
健
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
開
所
時
間
等

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

開
所
時
間
中
出
入
り
自
由

※
利
用
料
は
無
料
。
食
材
費
や
創

作
活
動
に
か
か
る
費
用
は
利
用

者
負
担
。

日
赤
活
動
資
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
は
民
間
の
団

体
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
く
「
日
赤
活
動
資

金
」
の
み
を
財
源
と
し
て
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
日
本
赤
十
字

社
の
主
な
活
動
は
、
災
害
時
の
医

療
救
護
や
救
援
物
資
配
布
、
平

時
の
講
習
会
や
人
材
育
成
等
で

す
。

　

日
赤
活
動
資
金
を
赤
十
字
奉

仕
団
員
ま
た
は
区
の
役
員
の
方
々

を
通
じ
て
各
戸
に
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

6
月
下
旬
か
ら
8
月
末
頃
ま

で（
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か

　　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
、

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎ 
内
線 

１
７
７

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎ 

内
線 

１
８
８

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係

☎ 

内
線 

３
６
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

︵
事
務
局
飯
山
市
子
ど
も
館
き
ら

ら
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

☎ 

�
０
１
６
７

I n f o r m a t i o nお 知 ら せ 飯 山 市 役 所 ☎ 6 2 - 3 1 1 1

　負担限度額認定証の有効期限は毎年７月３１日までで
す。現在、負担限度額認定証を持っている方で、８月１日
以降も対象となる可能性のある方には、７月上旬に更新の
申請書類をお送りしています。必要書類を添付して申請し
てください。申請がない場合、軽減は受けられません。また、
現在負担限度額認定証を持っておらず、新規に申請をす
る場合は、直接、市役所窓口で申請手続きをしていただき
ますようお願いします。
　介護保険施設での食費・居住費（滞在費）は、原則、
介護保険の給付対象外です。ただし、所得と資産が規定
以下の世帯については、「介護保険負担限度額認定」を
受けることにより、食費・居住費（滞在費）の負担が軽
減されます。
　詳しくはお問い合わせください。

介護保険負担限度額認定は申請が必要です

保健福祉課 高齢者介護保険係　☎内線１８５

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
が
な
い
と
翌
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
務
課 

資
産
税
係

☎
内
線 

１
６
４ 

・ 

１
６
５

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方

（
提
供
会
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
と

し
て
登
録
し
、
子
育
て
の
相
互
援

助
活
動
を
有
償
で
行
う
会
員
組
織

で
す
。
現
在
約
60
名
の
会
員
が
お

り
、
児
童
の
送
迎
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■
主
な
相
互
援
助
活
動

保
育
園
等
な
ど
へ
の
送
迎
や
時

間
外
の
児
童
の
預
か
り
。
通

院
や
社
会
的
活
動
等
へ
参
加

時
の
児
童
の
預
か
り　
な
ど

■
会
員
の
種
類

・
依
頼
会
員

生
後
３
カ
月
か
ら
12
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方

・
提
供
会
員

自
宅
で
の
育
児
が
可
能
な
方

で
、
事
前
講
習
を
修
了
し
た
方

ま
た
は
保
育
士
資
格
の
あ
る
方

・
両
方
会
員

依
頼
、
提
供
の
両
方
を
さ
れ

る
方

■
入
会
金　
１
０
０
０
円

■
利
用
料
金　

・
基
本
時
間
内

６
０
０
円
／
１
時
間

・
基
本
時
間
外　

７
０
０
円
／
１
時
間

・
送
迎別途

加
算
料
金
が
必
要

・
基
本
時
間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
７
時
か

ら
19
時
ま
で

空
き
家
活
用
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

現
在
全
国
的
に
、
空
き
家
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
飯
山
市
は
、「
空
き
家
バ
ン

ク
」
へ
の
登
録
な
ど
、
空
き
家
の

再
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

飯
山
市
で
は
、
近
年
移
住
さ
れ
る

方
が
多
く
、
中
古
住
宅
の
需
要
が

あ
り
ま
す
。
市
内
に
空
き
家
や
空

き
家
に
な
り
そ
う
な
物
件
や
土
地

を
お
持
ち
の
方
で
、
売
買
や
賃
貸

を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
相
談
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
家
の
管

理
が
で
き
ず
、
積
雪
等
で
傷
ん
だ

物
件
な
ど
は
需
要
が
低
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
空
き
家
は
早
い
時
期

の
対
応
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
補

助
金
等
の
活
用
も
含
め
空
き
家
に

つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎ 

内
線 
２
５
４

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

　
事
業
推
進
課

☎
０
２
６-

２
２
６-

２
０
７
３

　児童扶養手当とは、父母の離婚などにより、子ども
を養育しているひとり親家庭や、父母にかわってその
児童と同居し、養育している方に対して支給される手
当です。新たに該当となった方は、申請手続きをお願
いします。（児童扶養手当の支給は、原則として児童が 18 歳
に到達した年度末まで）詳しくは、お問い合わせください。

【手当の支給額】
４万２９１０円～１万１２０円（月額）
※所得に応じて異なる。一定の支給制限を超えた場合支給停止。

【支給手続き・対象月】
　申請を受理した月の翌月から支給対象となります。
新たに該当になった方は、早めに手続をお願いします。
なお、すでに児童扶養手当を受給されている方は、１
年に１度（８月）、更新のため現況届が必要となります。
該当する方には後日通知でお知らせします。

児童扶養手当の手続きはお済ですか

子ども育成課 子育て支援係　☎内線３６４

「輝く地域づくり支援金」採択事業
事 業 名 申 請 者

小菅神社奥社本殿御仮屋トイレ改修事業  小菅区
祇園祭四神旗修理事業  本町区
瑞穂地区子供健全育成事業  東小学校後援会
神戸のイチョウ周辺環境整備事業  神戸区
柳原地区活性化センター広場整備事業  柳原地区

令
和
元
年
度

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」

採
択
事
業
決
定

　　

こ
の
支
援
金
は
、
集
落
（
区
）

等
ま
た
は
公
共
的
団
体
が
地
域
住

民
と
と
も
に
自
ら
考
え
、
自
ら
行

う
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
事
業

に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
、
事
業
選
定
委
員
会

（
5
月
27
日
開
催
）
の
審
査
を
経

て
採
択
さ
れ
た
事
業
は
、
次
の
５

つ
で
す
。

　

事
業
実
績
等
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
適
宜
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

企
画
財
政
課 

ふ
る
さ
と
応
援
係

☎
内
線 

３
９
７
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　市から「限度額適用認定証」の交付を受けて病院・調剤薬局に提示すると、支払
う医療費の自己負担分を限度額（所得に応じた一定の金額）以内にできます。入
院や、継続した通院・投薬で医療費がかさむ場合に便利な制度です。「限度額適用
認定証」の有効期限は７月 31 日までです。既に認定証をお持ちの方でも、８月以
降も引き続き必要な場合は、８月になりましたらあらためて申請をしてください。
詳しくはお問い合わせください。

■交付申請について
　以下の持ち物をご用意いただき、市役所の国保年金係窓口へ申請してください。
①保険証　②印鑑　③本人確認ができるもの　④（更新の場合は）以前交付され
ていた「認定証」
※対象となる医療費は、保険診療分に限ります。文書代、食事代、個室・寝巻の使用料などは
含みません。

【自己負担割合について】
医療費の自己負担割合は平成 30 年中の収入などに基づき、
次のとおり判定します。また、自己負担割合に変更が生じ
た場合は保険証の有効期限内であっても新しい保険証が交
付されます。その際は古い保険証は使用しないで、市民環
境課に返還してください。

▼負担割合が「3 割」となる方
令和元年度の住民税課税所得額が 145 万円以上の被保険者の方と、
その方と同一世帯の被保険者の方

▼負担割合が「1 割」となる方
◇被保険者全員の令和元年度の住民税課税所得額が 145 万円未満の方
◇令和元年度の住民税課税所得額は 145 万円以上であるが下記に該当
　する方（要申請手続き）

①被保険者が複数人の世帯で、被保険者の方の収入合計額が 520 万円未満の方
②被保険者１名の世帯で、ご自身の収入額が 383万円未満の方　
③被保険者１名の世帯で、ご自身の収入額は 383 万円を超えているが、同一世
　帯の70 歳から74 歳の方の収入額を含めた収入合計額が 520 万円未満の方

　現在の後期高齢者医療制度の保険証の有効期限は 7 月 31日で
す。８月１日からの新しい保険証は、７月19 日以降に長野県後期
高齢者医療広域連合の封筒で郵送します。新しい保険証は、桃色
で、有効期限は令和２年７月 31日までです。ご確認ください。

　軽減対象は、所得段階が第 1
段階から第 3 段階まで（住民税
非課税世帯）の方です。
　令和元年度の保険料は８月の
年金天引き分（現金納付の方は
９月納付分）までは従来の額で
算定され、消費税率が引き上げ
となる 10 月以降の納付分で軽
減後年額になるよう調整いたし
ます。
　軽減前後の保険料年額につい
ては下表のとおりです。

　令和元年 10 月に予定されている消費税率の引き上げに伴い、所得の低い高齢
者への「介護保険料の負担軽減強化」と新たに「年金生活者支援給付金制度」が
始まります。なお、後期高齢者医療保険料は、世代間の公平を図る観点などを踏
まえ軽減が 9 割から 8 割になります。詳しくはお問い合わせください。

　老齢基礎年金など公的年金
等を含めても所得が一定基準
以下の年金受給者の生活を支
援するため、年金に上乗せし
てお金が支給（基準額月 5,000
円）されます。金額は保険料
を納めた期間等により異なり
ます。
■給付には請求が必要です
　平成 31 年 4 月 1 日以前か
ら老齢・障害・遺族基礎年金
を受給している方で、支給要
件を満たしている方には、令
和元年９月頃に日本年金機構
から案内が届きますので、手
続きをお願いします。

　年金収入 80 万円以下などの
要件を満たす方の後期高齢者医
療保険料の均等割の軽減率は、
法令上７割軽減（月平均 1,020
円）ですが、これまでは特例的
に９割軽減（月平均 340 円）で
した。今年度は、８割軽減（月
平均 680 円）になります。
　保険料を年金からの引き落と
しで納めている場合、年度の前
半（４月～８月）は前年度の２
月の引き落とし額と同額とな
り、後半（10 月～ 2 月）で年
間の保険料を調整します。

後期高齢者医療制度の保険証更新

新しい保険証が郵送されます
年金収入が 80 万円以下などの高齢者の皆さまへ

介 護 保 険 料
の負担が軽減されます

平成 30 年度

▼所得段階別 介護保険料年額一覧（抜粋） ▼給付金・保険料のイメージ図

令和元年度

年金生活者支援給付金
の制度が始まります

後期高齢者医療保険料
均等割の軽減が９割から８割
になります

国民健康保険加入の 70 歳未満の方へ

８月は 限度額適用認定証の更新時期です。必要な場合は申請ください。

新
し
い
保
険
証
の
見
本︵
桃
色
︶

見 本

【減額認定証について】
減額認定証（限度額適用・標準負担額減額
認定証）は、入院および高額な外来診療を
受けるときに、窓口で支払う自己負担分や
食事代などを減額された額で支払うことが
できるものです。

▼対象者に郵送します
引き続き交付対象となる方には保険証とは
別に、長野県後期高齢者医療広域連合の封
筒で７月 19 日以降に郵送します。

▼新たに交付を受けたい場合
新たに減額認定証の交付を受けようとする
場合は、市民環境課で申請手続きをお願い
します。（持ち物：後期高齢者医療保険証・印鑑・
免許証など申請される方の本人確認ができるもの）

▼交付対象となる方
住民税非課税世帯の方

市民環境課 国保年金係 ☎内線 153・154

保健福祉課 高齢者介護保険係 
☎内線 184

ねんきんダイヤル
☎ 0570-05-1165

長野県後期高齢者医療広域連合
☎ 026-229-5320　または
市民環境課 国保年金係 ☎内線 153

令和 2 年 7 月31日

昭和19 年　6 月20日
令和元年　6 月 20 日

令和元年　6 月20日
令和元年　8 月　1日

123645678

３ ９ ２ ０ ２ １ ３ ０

長野県飯山市大字飯山 1110 -1

１割

市民環境課 国保年金係 ☎内線 153・154

長野県国民健康保険
限度額適用・標準負担額減額認定証

有 効 期 限　 令 和　２年　７月　３１日
交付年月日 令和　 元年　８月　　 １日

長野県飯山市大字飯山1110 番地1

昭和 ３４ 年　１ 月 ２４ 日
令和   元 年　8 月     1 日

２ ０ ０ １ ３ ９

年　　月　　日
オ

発 行 期 日

長 期 入 院
該 当 年 月 日

適 用 区 分

保険者番号
並びに交付
者の名称及
び印

長野県飯山市飯山１１１０－１

飯山市 印

飯山　一郎

第　　号

記 号    いいやま      番 号    ０５４３２１

生年
月日

世　

帯　

主
適
用
・
減
額
対
象
者

住 

所

氏
名

交
付
者
印

氏
名

男　

女飯山　菜々子

所得段階 第１段階 第２段階 第３段階

対象
となる方

生活保護者、世帯
全員が住民税非課
税の老齢福祉年金
受給者、世帯全員
が住民税非課税で、
本人の前年の合計
所得額と課税年金
収入額の合計が 80
万円以下の方

世帯全員が住民
税非課税で、本
人の前年の合計
所得額と課税年
金収入額の合計
が 80 万円超え
120 万円以下の
方

世帯全員が住民
税非課税で、本
人の前年の合計
所得額と課税年
金収入額の合計
が 120 万 円 超
えの方

軽減前 31,090 円 48,370 円 51,830 円

軽減後 25,910 円 41,460 円 50,100 円

差　額 △ 5,180 円 △ 6,910 円 △ 1,730 円

年　金

介護
保険料

高齢者医
療保険料
均等割

高齢者医
療保険料
均等割

年　金

給付金（新設）

介護
保険料

増加減少
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I n f o r m a t i o nお 知 ら せ 飯 山 市 役 所 ☎ 6 2 - 3 1 1 1

保健福祉課 社会福祉係　☎内線 188

無人ヘリ農薬散布を行います商品券取扱店を募集します
プレミアム付商品券事業

　水稲のいもち病、害虫等防除のため、朝５時ごろ
から無人ヘリコプターによる農薬散布を行います。

【各地の日程】
秋津・木島 7/25 ㈭  瑞穂 7/26 ㈮
常盤 7/29 ㈪ 　　　   太田 7/30 ㈫ 
柳原 7/31 ㈬ 　　　    岡山 8/  1 ㈮、20 ㈫ 
外様 8/ 6 ㈫ 　           ※天候により延期する場合あり

【防除剤】
ビームエイトスタークルゾル

【防除中止条件】
①散布対象水田周囲水平方向 30㍍以内に他作物が

栽培されている、または建物（小中学校、保育園等）
がある場合

②風速が３㍍以上になった場合は一旦休止、その後
も同風速の状態が続く場合

【防除中の注意事項】
　防除農薬が家の中等に入らないように注意してく
ださい。飲み水や水源などは覆いをしてください。
干し物は片づけ、自動車は車庫などに入れてくださ
い。通学・通園の際は学校・保育園の指示に従って
ください。畜舎、蜜蜂飼育等対策を行ってください。

　消費税等引き上げの影響緩和、消費喚起などを
目的とし、低所得者・子育て世帯主向けのプレミ
アム付商品券を 10 月に発行します。これに伴い、
取扱店を募集します。詳しくはホームページをご
覧いただくか、お問い合わせください。

岳北地域空中防除等協議会 ☎�０２３０ 
（JA ながのみゆき営農センター内） 
農林課 農業振興係 ☎内線 262

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは事業戦略室情報政策係（内線 387）までお問い合わせください。
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銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

※
飯
山
市
役
所
で
も
平
日
限
定
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
移
住
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
移
住
相
談
会
の
詳
細
・

お
申
込
み
は
移
住
定
住
推
進

課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

「
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？ 

飯
山
市
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
」
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ

さ
い
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
首

都
圏
で
移
住
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
１
回
１

時
間
。
各
時
間
１
組
限
定
で
す
。

個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

首
都
圏
・
出
張
移
住
相
談
会

平
日
仕
事
帰
り
も
対
応
可
能
！

■
開
催
日
時

平
日
の
午
後
２
時
か
ら
午
後
８

時
の
間

土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後

４
時
の
間
（
１
時
間
１
組
限
定
）

■
会
場

大
宮
、
池
袋
、
銀
座
、
川
崎
、

横
浜
エ
リ
ア
の
、
主
要
駅
近
く

の
会
場

希
望
日
時
と
開
催
エ
リ
ア
、
相

談
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

（
日
時
等
の
調
整
を
お
願
い
す

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
）。一
週

間
前
ま
で
の
お
申
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

 

・
８
月
10
日
㈯
、
９
月
28
日
㈯
、

　

10
月
12
日
㈯
、
11
月
２
日
㈯ 

、

12
月
７
日
㈯

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場 移

住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

QR コードで
ホームページ
をチェック！

斑
尾
ジ
ャ
ズ
２
０
１
９

　

全
国
か
ら
30
以
上
の
バ
ン
ド
約

３
０
０
名
以
上
の
演
奏
家
が
野
外

ジ
ャ
ズ
の
聖
地
・
斑
尾
に
集
結
。

高
原
は
ジ
ャ
ズ
一
色
に
な
り
ま
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。
伝
説
の
ス

テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月３
日
㈯
・
４
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ご
ろ
ま
で

■
場
所　

斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場 

特
設
ス

テ
ー
ジ
︹
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ロ
ル
︺

ふ
る
さ
と
の
ジ
ャ
ズ
交
流
祭
実
行
委
員
会

☎
�
３
５
０
５

２
０
１
９ 

信
州
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク 

長
野
県
高
齢
者
作
品

展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

■
出
品
者
資
格　

長
野
県
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭

和
35
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
部
門　
　

日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、手
工
芸
、

書
、
写
真
の
６
部
門

■
出
品
作
品　
　

１
人
１
点
と
し
、
出
品
者
に
よ

り
創
造
さ
れ
た
未
発
表
の
作
品

■
出
品
規
格　
　

部
門
ご
と
に
規
格
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切　
　

令
和
元
年
８
月
23
日
㈮

■
申
込
方
法　
　

出
品
票
（
所
定
用
紙
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

北
信
保
健
福
祉
事
務
所 

福
祉
課　

☎
�
３
７
２
５

市
役
所
保
健
福
祉
課 

高
齢
者

介
護
保
険
係　

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
８
５
）

公
益
財
団
法
人

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６-

２
２
６-

３
７
４
１

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは事業戦略室情報政策係（内線 387）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

あなたの出番です。
公益社団法人 飯山地域シルバー人材センター 高齢者活躍

人材確保育成事業℡ 0269-63-2915

会員
募集

家にいるだけじゃもったいない。
シルバー人材センターでお仕事しませんか。
まずはお電話を。

◇原則 60 歳以上
◇働く意欲がある方
◇飯山市・木島平村に住所がある方

入会説明会
毎月第２水曜日
午後1:30 ～

　事業者の皆さま、軽減税率制度の準備はお済みで
すか。軽減税率制度は、多くの事業者に影響があり
ます。事業者の方ならどなたでも参加できます。ぜ
ひ、お越しください。【参加無料、予約不要（先着順）】
■日時

８月 27 日㈫、28 日㈬、29 日㈭
①午後１時から午後２時 30 分まで
②午後３時から午後４時 30 分まで

■場所
信濃中野税務署 ２階会議室（中野市中央 1-5-20）

■内容
軽減税率制度の概要、適格請求書等保存方式の概
要、軽減税率制度対策補助金、キャッシュレス・
消費税還元事業

■申込期限　７月 31 日（水）
※期限を過ぎても応募可能ですが、商品券取扱店一覧
に掲載できない場合があります。

■申込方法
市役所保健福祉課社会福祉係にある応募申込
書に所定の事項を記入し提出ください。また、
市ホームページでも申込書をダウンロードで
きます。（郵送、FAX 可）

■対象となるもの
食材、日常生活用品、飲食店への支払い、宿
泊施設、家の修理や車の修理代、スキーのリ
フト代、理髪店や理容室での支払、ガソリン
や灯油代、公的医療保険等の自己負担の支払

（病院や医院への支払）など
■対象外のもの

出資や金融商品の購入等、換金性が高く事業
の趣旨にそぐわない商品券やプリペイドカー
ド、たばこの購入費など

消費税 軽減税率制度
の説明会を開催します

信濃中野税務署　☎ 0269-22-3151
音声案内に従い「２」を選択

　やまびこカードは、市役所に来庁されたお客さまに、
窓口対応をさせていただいた職員の接遇等について評
価していただき、庁舎玄関口に設置した箱に投函して
いただいているものです。
　皆さまからいただいた評価やご意見等は、職員教育
や行政サービスの
品質向上のため活
用させていただい
ております。ぜひ、
市役所にお越しの
際はやまびこカー
ドの記入をお願い
します。

やまびこカードをご存知ですか
庶務課 庶務係　☎内線３３３


